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１．平成２８年３⽉期第2四半期 決算の状況



基 準 日 中間 期末 年間

配 当 予 想 2円50銭 2円50銭 5円00銭

(参考)平成27年3月期 2円50銭 2円50銭 5円00銭

連 結 経 常 利 益 36億円 67億51百万円

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
35億円 59億86百万円

平成28年3月期
（参考）

平成27年3月期
実績

前年同期比

連 結 経 常 収 益 212億42百万円 218億89百万円 ＋6億47百万円

連 結 経 常 利 益 34億41百万円 32億58百万円 △1億83百万円

親会社株主に帰属する

中 間 純 利 益
34億50百万円 32億93百万円 △1億56百万円

26年9月期 27年9月期

①じもとホールディングスの業績について

1

● 連結経常収益は、前年同期⽐増加
● 連結経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同期⽐減少

● コア業務純益は、資⾦利益が増加したことや、物件費が減少したこと
などにより前年同期⽐増加

● 経常利益・中間純利益は、与信関係費⽤の増加などにより、前年同期⽐
減少

● じもとホールディングス連結の平成28年3⽉期の業績予想は、
経常利益が36億円、親会社株主に帰属する当期純利益が
35億円を⾒込んでおります。

● 配当⽅針につきましては、平成28年3⽉期中間配当を1株あたり
2円50銭とさせていただきます。

● 期末配当につきましても1株あたり2円50銭、年間で5円を予定
しております。

前年同期比

コ ア 業 務 純 益 36億26百万円 45億95百万円 ＋9億69百万円

経 常 利 益 30億89百万円 28億69百万円 △2億20百万円

中 間 純 利 益 31億18百万円 25億97百万円 △5億20百万円

【2行合算】 26年9月期 27年9月期

① 損益の状況 ② 業績予想及び配当⽅針



前年同期比

経 常 収 益 121億77百万円 121億96百万円 126億75百万円 ＋4億78百万円

コア業務純益 24億72百万円 22億95百万円 28億83百万円 ＋5億88百万円

経 常 利 益 14億79百万円 11億63百万円 15億21百万円 ＋3億58百万円

中 間 純 利 益 13億66百万円 9億59百万円 13億59百万円 ＋4億円

25年9月期 26年9月期 27年9月期

②きらやか銀⾏の業績について

2

① 損益の状況 ② 主な経営指標

コア業務純益は、資⾦利益の増加や物件費の削減などにより前年同期⽐増加。
経常利益は、コア業務純益の増加などにより前年同期⽐増加。

不良債権⽐率は、組織的かつ積極的な経営改善⽀援の実施により改善。
コアOHRは、コア業務粗利益の増加などにより改善。

④ 預⾦の状況③ 貸出⾦の状況

市場性ローンや地公体向けの貸出が増加したことにより、前年⽐488億円
増加。

個⼈預⾦は、定期預⾦の減少などにより前年⽐37億円減少。
法⼈預⾦は、流動性・定期性ともに増加したことにより前年⽐169億円増加。
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3

③仙台銀⾏の業績について

① 損益の状況

④ 預⾦の状況③ 貸出⾦の状況

② 主な経営指標

コア業務純益は、資⾦利益の増加や物件費の減少等により前年同期⽐増加。
経常利益は、与信関係費⽤の増加から前年同期⽐5億円減少。

中⼩企業向け貸出は、復興⽀援に係る様々な資⾦需要への対応により、前年⽐
196億円増加。
消費者ローンは、住宅ローンや個⼈ローンの増加により前年⽐108億円増加。

個⼈預⾦は、前年⽐52億円増加。
法⼈預⾦は、前年⽐67億円減少。
公⾦預⾦は、復興の進展に伴う資⾦需要から前年⽐265億円減少。

不良債権⽐率は、保守的に査定を実施したことにより上昇。
コアOHRは、コア業務粗利益の増加などにより改善。
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前年同期比

経 常 収 益 88億95百万円 85億76百万円 85億9百万円 △66百万円

コア業務純益 9億6百万円 13億30百万円 17億11百万円 ＋3億80百万円

経 常 利 益 19億43百万円 19億25百万円 13億47百万円 △5億78百万円

中 間 純 利 益 18億84百万円 21億59百万円 12億38百万円 △9億21百万円

25年9月期 26年9月期 27年9月期

前年⽐
413億円増加

前年⽐
266億円減少



２．両⾏における取組みについて



①仙台銀⾏のトピックス 〜「本気の本業⽀援」への取組み〜

4

平成27年度上期の取組状況 ① 外部専⾨家とも連携、「本気の本業⽀援」を展開
②「情報提供・提案」後にアフターフォロー徹底
③ 取引先の経営課題解決をスピードアップ
④ 当⾏職員スキルのレベルアップ

① 外部専⾨家とも連携、「本気の本業⽀援」を展開
②「情報提供・提案」後にアフターフォロー徹底
③ 取引先の経営課題解決をスピードアップ
④ 当⾏職員スキルのレベルアップ

課題解決お⼿伝い

BANKBANK

仙台銀⾏本部
（地元企業応援部）

仙台銀⾏本部
（地元企業応援部）

宮城県よろず
⽀援拠点

・外部専⾨家

宮城県よろず
⽀援拠点

・外部専⾨家

仙台銀⾏
⽀店担当者
仙台銀⾏

⽀店担当者 中⼩企業等
お取引先

中⼩企業等
お取引先

事業承継

M＆A 商品デザイン

ネット通販

商品陳列

売上管理

成約 42 件
（ご紹介 3,665 件）

成約 42 件
（ご紹介 3,665 件）

成約 252 件
（ご紹介 276 件）

成約 252 件
（ご紹介 276 件）

■■事業承継
診断サポート

■■M＆A⽀援

成約 428 件
（ご紹介 2,587 件）

成約 428 件
（ご紹介 2,587 件）

成約 2 件
（ご紹介 13 件）

成約 2 件
（ご紹介 13 件）



①仙台銀⾏のトピックス 〜「本気の本業⽀援」への取組み〜

5

専⾨家ネットワークの充実

BANKBANK

仙台銀⾏＆じもとＨＤ

■医療経営⼠等

■農業経営アドバイザー

■不動産鑑定⼠
■中⼩企業診断⼠
■⽔産業経営アドバイザー

中⼩企業等お取引先のニーズ

事業承継 Ｍ＆Ａ 販売戦略 財務戦略 ⼈材育成

■税理⼠
■公認会計⼠■弁護⼠

●起業・創業 ●売上拡⼤
●ものづくり ●ＩＴ活⽤
●ＷＥＢ企画 ●事業再⽣

外部専⾨家

■宮城県よろず⽀援拠点

連 携

課題解決を支援課題解決を支援



弱
み
克
服

弱
み
克
服

①仙台銀⾏のトピックス 〜「本気の本業⽀援」への取組み〜

１

アクティブリスニング

経営課題把握

▲ 大手業者が参入、売上高減少

▲ 商品デザイン、販路の見直し▲ 商品デザイン、販路の見直し

２

最適な専門家
アレンジ

３

提案
アドバイス

製造業専⾨家製造業専⾨家Ｗｅｂ企画
デザイン専⾨家

Ｗｅｂ企画
デザイン専⾨家

仙 台 銀 ⾏仙 台 銀 ⾏

４

アフターフォロー

大手ネット販売
固定費回収できない

大手ネット販売
固定費回収できない

商談のサンプル試食
印象が弱い

商談のサンプル試食
印象が弱い

◎自社ホームページ見直し！
通販システムを再構築

◎自社商品をもっとアピール！
説明書を準備・添付

6

食品加工業

Ａ社 様



地方自治体
と連携

地元大学
と連携

①仙台銀⾏のトピックス 〜地⽅創⽣の取組み〜

7

東北学院大学と県内主要大学等が実施する
地域人材育成プログラムに参画。

東北学院大学と県内主要大学等が実施する
地域人材育成プログラムに参画。

◆東北学院⼤学 と地域⼈材育成で連携◆東北学院⼤学 と地域⼈材育成で連携◆東北⼤学 経済学部で本業⽀援を講義◆東北⼤学 経済学部で本業⽀援を講義

東北大学経済学部「地域財務金融行政論」で
当行職員が本業支援の取り組みを講義。

東北大学経済学部「地域財務金融行政論」で
当行職員が本業支援の取り組みを講義。

⽯巻市連携会議「ビジネスグランプリ」に協賛、
当⾏職員がビジネスモデル選定の審査員で参加。
⽯巻市連携会議「ビジネスグランプリ」に協賛、
当⾏職員がビジネスモデル選定の審査員で参加。

◆⽯巻市 創業ビジネスグランプリ協賛◆⽯巻市 創業ビジネスグランプリ協賛 ◆みやぎ 移住・定住推進県⺠協会議参画◆みやぎ 移住・定住推進県⺠協会議参画

地方創生の
取り組み

地方創生の地方創生の
取り組み取り組み

⾸都圏からの宮城県内への移住を推進する
宮城県のプロジェクトに地元銀⾏として参画。
⾸都圏からの宮城県内への移住を推進する
宮城県のプロジェクトに地元銀⾏として参画。



①仙台銀⾏のトピックス 〜震災復興・地域活性化・社会貢献活動の取組み〜

8

仙台銀⾏まちづくり基⾦へ5 千万円を追加信託

★宮城の復興住民活動を支援

当⾏年⾦受給者（予定も含む）に
「セコム・マイドクタープラス」をご紹介。相続税法改正について各専⾨家が解説。

★マイナンバー対策セミナー開催

制度開始、直前。
実務に活かせる内容と好評津波被災地へ

店舗を新築・再出店

津波被災地へ
店舗を新築・再出店 ★相続法改正、対策セミナー開催 ★高齢者向けドクターサービス開始



②きらやか銀⾏のトピックス 〜本業⽀援の取組み〜

きらやか銀行の 本業⽀援 ➣ 全⾏員による組織的・継続的（Ｈ21.10〜）活動

平成27年度上期の取組状況
専⾨家集団による⾼度な本業⽀援➣

お客様の事業ニーズ件数 1,867件
本業支援成約件数 1,288件

うち販路拡大先 602件

お客様の売上増加額（230先）

8.8億円
Ｍ＆Ａ・事業継承件数 33件
生産性向上・社員研修 7件
補助金申請支援 27件、2.4億円

本業支援を実施した結果・・・

本業支援を実施した
多くのお客様より
お喜びいただいて
おります。

9

身近な存在 相談し易い 信頼できる
お客様を

大切にする
地域に密着

■Ｈ27全体 65.1% 54.6% 52.8% 39.3% 33.7%

■Ｈ27本業支援成約先 87.2% 82.1% 69.2% 59.0% 59.0%



・震災以降、観光客数が低迷
・⼗分な駐⾞場スペースの確保 ㈱明友様【菓⼦製造販売業】

地元が抱える課題 ⾃社の遊休資産を活⽤して、
地元の抱える課題を解決したい

㈱明友様の事業ニーズ

②きらやか銀⾏のトピックス 〜本業⽀援の取組み〜

地域貢献に関連した本業支援

本業⽀援 補助⾦採択へ事業計画策定を⽀援

さらに 経済産業省の専⾨家派遣事業を
活⽤し、万全の体制で⽀援

『地域経済循環創造事業交付⾦』採択決定
地域経済循環創造事業交付⾦の実績
全国 241事業 80.9億円（Ｈ27.9.8現在）
※総務省ＨＰより

本業⽀援のKey Point
①事業ニーズへの素早い⾏動
②本⽀店⼀体となったサポート体制
③外部の専⾨家機関の活⽤

H27.10.18 山形新聞

10



②きらやか銀⾏のトピックス 〜営業体制の刷新〜

“本気の本業支援”（＝「『お客様から真に喜ばれる』本業支援」）

第４次中期経営計画の基本理念

◆本業支援部の設立
➣本業支援部門と中小企業融資部門を融合し、本業支援・中小
企業融資・職域取引推進の一体化とサービスの充実を図る。

◆山形法人グループの新設
➣仙台地区における法人営業専門部隊のノウハウを持った人材
を精鋭部隊として編成し、山形にて積極推進を図る。

◆「戦略チーム」の新設
➣高度なノウハウを持った専門家（公認会計士等）を中心とし
た課題解決のスペシャリスト集団を設置。

◆店舗統廃合
➣効率化による、お客様へ向き合う人員と時間の創出

よ
り
多
く
の
お
客
様
と
向
き
合
い
、

よ
り
高
度
な
提
案
を
お
客
様
に
提
供
す
る

“
本
気
の
本
業
支
援”

「
企
業
の
社
員
の
皆
様
の
喜
び
」

＋

「
お
取
引
企
業
の
喜
び
」
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②きらやか銀⾏のトピックス 〜じもと⼭形・地域の皆様を応援〜

12

盲導犬育成チャリティゴルフも開催 思い出体験メニュー満載！山形蔵王温泉を応援！

私たちは地域の皆様を応援し続けます

笑顔のきらやかさんが 窓口で皆様をお待ちしております！！

女性がもっと煌めく商品ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ！



②きらやか銀⾏のトピックス 〜with Ｓｍｉｌｅ！ きらやかスマイルプロジェクト〜

「きらやからしさ」の提案を皆様に！ 個人のお客さまのライフプラン・資産運用は ＦＡ・ＭＡ・窓口にお任せください！

きらやかスマイルプロジェクト

第２期生 活動中！

スマプロ（Ｓｍｉｌｅ ｐｒｏｍｏｔｅｒ）新設

全営業店に配置、きらやかスマイルプロジェクトと
連携

2015.7～

本部と営業店のきらやかさんで、“お客さまに喜んで頂
くには？”の検討会議（１２会場・１２回開催）

2015.7～

2015.1～

連携

2015.10～
2015.10～

平成２７年１１月１３日 山形新聞掲載

新任ＦＡ研修（ＦＡ：ﾌァイﾅﾝｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

個人のお客さまの資産運用のﾊﾟｰﾄﾅｰを増員

新任ＭＡ研修（ＭＡ：ﾏﾈｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

各営業店に配置。ＦＡと連携し個人の
お客さまの資産運用を提案します！
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３．じもとホールディングスの取組みについて



①じもとホールディングスの取組み

じもとグループは｢本気の本業支援｣により、宮城と山形を強力につないでまいります！

県境を越えた情報の集約と提供
組織的な本業⽀援の更なる強化

業務運営の統⼀

システムの統⼀

１．本気の本業支援（本業支援の進化・発展）

ビジネスマッチングの実績

0

50

100

150

200

250

300

24年度 25年度 26年度 27年度上期

紹介件数

成約件数

67

14

113

30

287

55

今年度は、紹介件数、成約件数共に昨年
度の倍のスピードで実績が増加！262

55

※「宮城と山形をつなぐ運動」⇒両行を跨いだビジネスマッチング

２．本気の統合効果発揮（経営の合理化・効率化）

平成27年5月 両行の基幹系システムを統一
平成27年9月 サブシステム統一に向けた方針決定

⇒今後、総数81のサブシステムについて、詳細スケジュールを策定し
統一作業を実施

グループとして
更なる効率化を実践！

平成２７年度

実績

ビジネスマッチング

合計

うち｢宮城と
山形をつな
ぐ運動｣実績

うち商談
会等実績

紹介件数

（うち成約件数）
２６２

（５５）

１０５

（１８）

１５７

（３７）

商談会の名称
開催
回数

面談

件数

うち成
約件数

地方創生ミニ商談会（山形） ３回 ５３件 ２３件

伊達な商談会（宮城） ６回 ４２件 ３件

地方創生『食の魅力』発見

商談会2015（東京）
１回 ４１件 ー

その他（個別商談等） ー ２１件 １１件

合 計 １０回 １５７件 ３７件

主な商談会の内訳
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地元企業の成⻑を応援、じもと創⽣本業⽀援ファンドを組成

じもとホールディングス テレビＣＭ「あしたへつなぐ篇」制作

じもとグループのきらやか銀⾏と仙台銀⾏は、平成２７年１０⽉に⽇本政策投資銀⾏と「じもと創⽣
本業⽀援ファンド」（10億円）を新たに組成いたしました。

このファンドは、地元の中堅・中⼩企業のお客さまが新規事業へ進出、あるいは事業拡⼤に向けて
財務基盤を強化するなど事業成⻑に取り組むにあたり、優先株式や劣後ローン等の成⻑資⾦を提供する
ものであり、地元企業の成⻑発展と地域雇⽤の創出を⽀援してまいります。

じもとホールディングスは、じもとグループの新しいイメージテレビＣＭ「あしたへつなぐ篇」を制作
し、平成２７年１０⽉から宮城県と⼭形県で放送しております。

今回のＣＭでは、宮城県沿岸部の⽔産業者と⼭形県の⼩売業者をつないだ当グループのビジネスマッチ
ングの実例をご紹介しております。本業⽀援を通じて両県の「⼈・情報・産業」をつなぎ、地域経済の
復興と創⽣に貢献していく当グループの⻑期ビジョンをアピールしております。当グループの”想い”を
込めたテレビＣＭをぜひご覧ください。

宮城県へ震災復興寄附⾦を贈呈

じもとグループのきらやか銀⾏と仙台銀⾏は、平成２７年１０⽉、宮城県
に対し震災復興への寄附⾦200万円を贈呈いたしました。

この寄附⾦は、平成27年6⽉〜8⽉に実施したグループ共同キャンペーン
「東北の夏、じもとの夏2015」において、お客さまにお預け⼊れいただいた
定期預⾦の⼀定割合を、復興⽀援⾦として被災地へ寄附したものです。

今後もじもとグループは、様々な形で、震災復興及び地域経済活性化に貢献
してまいります。

②じもとホールディングスのトピックス
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グループ間における態勢の統⼀化

■ リスクテイク戦略の明確化と適切な
リスク管理

■ リスク資本の配賦及び管理
（計測⼿法の統⼀化）

■ ポートフォリオ管理

■ グループのリスクテイク戦略と整合的なリスク管理
■ 各リスクの適切なコントロールと資本の効率的運⽤
■ ポートフォリオ特性を踏まえた機動的・効率的な資産

運⽤

リスク管理委員会

■リスク・コミュニケーションを通じた情報
の早期共有及び課題の早期解決

■ 苦情・事務ミス等の情報共有化
（再発防⽌に向けた取組み）

■ コンプライアンス意識の醸成
■ 事例等の情報発信による類似事象発⽣の撲滅

コンプライアンス委員会

グループリスク管理態勢

グループリスク管理委員会

グループコンプライアンス態勢

グループコンプライアンス委員会

同⼀⽬線でのリスク管理・コンプライアンス態勢

◆ リスクアセスメント態勢の構築により、グループ態勢上の弱点、
問題点等の把握・改善を通じ、業務運営態勢の健全性・適切性
を確保する。

①リスク顕在化事象の早期把握と早期のアラーム発信
②リスク・プロファイル分析およびリスク・リターン分析の強化
③個別リスクにかかるリスク管理態勢の整備

１．リスクアセスメント態勢の構築 ２．リスク管理態勢の強化

｢⾦融環境の変化に機動的に対応することができる内部管理態勢｣の⼀層の強化に取組む

リスクアセスメント態勢の構築と機動的な対応

③じもとホールディングスの内部管理態勢
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《当資料に関するお問い合せ先》

株式会社 じもとホールディングス
総 合 企 画 部

ＴＥＬ：０２２－７２２－００１１（代表）
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｉｍｏｔｏ-ｈｄ．ｃｏ．ｊｐ

本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。
こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を

内包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化などにより、⽬標対⽐で異なる可能性がある

ことにご留意ください。

お問い合わせ先


